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■シラバスとは 

１年間に行う授業（講義）の実施計画・概要を示すもので、各教科・科目の授業内容、到達目標、

評価方法、使用教材、授業進度が記載されており、学習の目安となるものです。 

 

◇学習計画 

２年生は学校行事やクラブ活動でも中心的な役割を期待されており、学習面以外の部分で

もとても忙しくなります。それでも授業は進みますし、来年「受験生」となるための大切な学年

でもあるのです。ここで一度自分の学習状況を振り返ってみて、学習習慣が確立されている

か確認してください。もし、出来ていないなら早急に自分にあった学習方法を見つけ、計画

を立てて実行することを心掛けてください。学習方法は人によって様々です。例えばクラブ

で帰りが遅くなり勉強する時間がなかなか取れないという人もいるでしょう。でも、その人なり

の学習方法はあるはずなのです。 

 

◇単位の履修・修得・評定 

高校生は定められた教科・科目を定められた時間以上「履修」することが法令で定められて

います。その教科・科目の時間を表す基準を「単位」といい、週１時間の授業を「１単位」とし

ます。学習成績は各教科で評価基準が定められており、５～１までの５段階で評価したもの

を「評定」といいます。１年間を通じてその学習成果が満足するものと認められた場合（評定

２以上）に単位の「修得」が認められます。なお、進級および卒業に必要な単位数は別に定

められています。 

 

◇科目選択 

２学年では文系・理系の大まかなコース選択をしましたが、３学年ではより自分の進路希望

に合わせた科目を重点的に選択履修します。入試に直結することになるので志望校の入試

科目を調べておくなどしっかりと情報収集しておく必要があります。また、２・３年生で継続し

て履修することを前提にしている科目もあるので注意してください。秋（１１月頃）にどの科目

を選択するか決定します。 

（平成２０年度入学生カリキュラム参照：状況により一部変更する場合があります） 

 

◇定期試験（実施予定 ： 状況により変更する場合があります） 

１学期： 中間試験 ５月１９日（火） ～ ５月２２日（金） 

 期末試験 ６月２９（月） ～ ７月３日（金） 

 ２学期： 中間試験 １０月２０（火） ～ １０月２３日（金） 

 期末試験 １２月２日（水） ～ １２月８日（火） 

３学期： 学年末試験 ３月１日（月） ～ ３月５日（金） 

  

 



平成20年度（４５分授業）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

１
年
次

共
通

保
健

Ｌ
Ｈ
Ｒ

総
合
学
習

平成21年度（５０分授業）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

平成22年度（５０分授業）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

文
系
Ⅲ

Ｌ
Ｈ
Ｒ

総
合
学
習

文
系
Ⅴ

Ｌ
Ｈ
Ｒ

総
合
学
習

理
系
Ⅴ

Ｌ
Ｈ
Ｒ

総
合
学
習

理
系
Ⅲ

Ｌ
Ｈ
Ｒ

総
合
学
習

文
系
Ⅲ

Ｌ
Ｈ
Ｒ

総
合
学
習

平成20年度（４５分授業）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

１
年
次

共
通

保
健

Ｌ
Ｈ
Ｒ

総
合
学
習

平成21年度（５０分授業）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

平成22年度（５０分授業）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

文
系

Ｌ
Ｈ
Ｒ

総
合
学
習

理
系

Ｌ
Ｈ
Ｒ

総
合
学
習

７限

３
年
次

（
案

）

地歴Ｂ
公民

地歴公民演習・数学演習
英語演習・理科演習
芸術・スポーツ

（４単位×２科目選択）

リーディング ライティング

公
民

英
語
演
習

保
健

鈴鹿高等学校　平成２０年度入学生カリキュラム　：　Ⅲ類

現代文 リーディング ライティング

現代文 体育

数学Ｃ 化学Ⅱ
物理Ⅱ
生物Ⅱ

英
語
演
習

公民 数学Ⅱ 数学Ｂ
生物Ⅰ
化学Ⅰ

総
合
学
習

保
健

リーディング ライティング 体育

家
庭
基
礎

リーディング ライティング 体育

Ｌ
Ｈ
Ｒ

地歴Ｂ

現代文 古典
地歴
公民

数学Ⅲ

３
年
次

（
案

）

現代文 古典 古典講読

日

史

Ａ

地

理

Ａ
世界史Ｂ

ラ
イ
テ

ィ
ン
グ

体
育

数
学
Ⅱ

数
学
B

２
年
次

文
系

日本史Ｂ
地理Ｂ

理
系

化
学
Ⅱ

日本史Ｂ
地理Ｂ

日

史

Ａ

地

理

Ａ
世界史Ｂ

現
代
文

古
典

国
語
総
合

数
学
Ａ

Ｏ
Ｃ
Ⅰ

理
科
総
合
Ａ

化
学
Ⅰ

世
界
史
Ａ

現
代
社
会

数
学
Ⅰ

総
合
学
習

ラ
イ
テ

ィ
ン
グ

保
健

家
庭
基
礎

体
育

古典 古典講読

リーディング

理
科
総
合
Ａ

化
学
Ⅰ

Ｏ
Ｃ
Ⅰ

英
語
Ⅱ

ラ
イ
テ

ィ
ン
グ

ラ
イ
テ

ィ
ン
グ

ライティング

英
語
Ⅰ

総
合
学
習

保
健

Ｌ
Ｈ
Ｒ

理
科
演
習

数
学
演
習

家
庭
基
礎

体
育

体
育

総
合
学
習

理科演習

古典 化学Ⅱ

古典講読

現代文

現代文

数学Ⅲ
数学ⅠＡⅡＢ

数学Ｃ
英語演習
国語演習

理数演
習

古典

数学Ｃ数学Ⅲ

古典講読

鈴鹿高等学校　平成２０年度入学生カリキュラム　：　ⅠⅡ類

物理Ⅱ
生物Ⅱ

体育

現
代
文

古
典

古
典

日本史Ｂ
地理Ｂ

古典

数学Ⅱ
生物Ⅰ
化学Ⅰ

現
代
文

芸術
ｽﾎﾟｰﾂ

数学演習

数
学
Ａ

生
物
Ⅰ

化
学
Ⅰ

生
物
Ⅰ

化
学
Ⅰ

日本史Ｂ
地理Ｂ

日

史

Ａ

地

理

Ａ
世界史Ｂ

国
語
総
合

世
界
史
Ａ

現
代
社
会

数
学
Ⅰ

２
年
次

理
系

特

技

・

短

・

専

・

就

日

史

Ａ

地

理

Ａ

文
系

古
典

日本史Ｂ
地理Ｂ

日

史

Ａ

地

理

Ａ
世界史Ｂ

現
代
文

Ｌ
Ｈ
Ｒ

数
学
演
習

倫
理

政
経

芸
術
Ⅰ

情
報
Ａ

７限

体
育

数
学
Ｂ

地歴公民演習・数学演習
英語演習・理科演習
芸術・スポーツ

（４単位×２科目選択）

体育

地歴Ｂ

地歴Ｂ
公民

世界史Ｂ

保
健

家
庭
基
礎

体育

物理Ⅱ
化学Ⅱ
生物Ⅱ

体育

リーディング ライティング

数学Ｂ

英
語
Ⅱ

リーディング ライティング

数
学
演
習

情
報
Ａ

芸
術
Ⅰ

地
歴

公
民

英
語
Ⅰ

体
育

英
語
Ⅱ

ラ
イ
テ

ィ
ン
グ

英
語
Ⅱ

生
物
Ⅰ

化
学
Ⅰ

体
育

総
合
学
習

現
代
文

古
典

倫
理

政
経

数
学
Ⅱ

家
庭
基
礎

Ｌ
Ｈ
Ｒ

数
学
B

物
理
Ⅰ

生
物
Ⅰ

化
学
Ⅰ

生
物
Ⅰ

物
理
Ⅰ

現
代
社
会

Ｌ
Ｈ
Ｒ

数
学
Ⅱ

数
学
Ⅱ

英
語
Ⅱ



平成 21年度 教科別学習指導目標 
 
【国語】 
＊論理的、文学的文章を読解する力をつけさせ、さらに自ら表現する技術や力を伸ばす。 
＊古文、漢文の基礎を徹底的に理解させ、大学入試センター試験に対応できる力をつけさせる。 
＊現代文、古典の作品を通じ社会や人のあり方について目を向け、考える力をつけさせる。 

 
【地歴･公民】 
 ＊中学校社会科を基礎として踏まえ、生徒の興味・関心をひく身近な話題から「国際社会を主体的

に生きる日本人」としての必要な資質を養う発展的学習へと導いていく。 
  ＊わが国の文化と伝統の特色について自然条件、地域の特性あるいは国際環境などと関連させなが 

ら、生徒が関心を深め意欲的に学習し、実生活にも正しく処していける力をつけさせる。 
 
【数学】 
 ＊数学の基本的な概念、原理、法則の理解を深めさせる。 
＊事象を数学的に考察し、処理する能力を高める。 
＊数学的な見方、考え方のよさを示し、活用する態度を育てる。 
＊予習→授業→復習という学習の流れを身につけさせる。 
＊自ら学ぶ習慣を身につけさせる。 
＊各自の進路目標にあった授業内容の精選、構成を行う。 

 
【理科】 
＊「理科嫌い」、「理科離れ」が広がっている中、理科はおもしろく、楽しい教科であることに気付 
かせる。 
＊基礎知識を確実に身につけて、教科書の内容を理解させると共に、観察・実験を取り入れて生徒 
自身に体験させることにより、興味・関心・理解をさらに深めさせる。 
＊生徒の特性や進路の現状を踏まえ、計画的に授業を進めて充実した学習指導を行う。 

  ＊各科目において、科学に関連した社会事象について触れ、生きた知識を学ばせる。 
  ＊各科目の特性を利用し、科学に関する正しい倫理観を身に付けさせる。 
 
【保健体育】 
 ＊各種の運動を適切に行わせ、自己の体力に応じた運動を行う能力や体力を養い、心身の健全な発

達を促し、体力の向上をはかる。 
＊運動における競争や協同の経験を通じて、公正、協力、責任などの態度を養い、社会生活におけ

る望ましい行動のしかたを身につけさせる。 
＊運動についての科学的理解に基づき、合理的な練習によって運動技能を高めるとともに、生活に

おける運動の意義についての理解を深め、生活を健全にし、明るくする能力や態度を養う。 
 



【芸術】 
 ＊芸術の学習経験を通じて、創造的で情緒豊かな人間形成をめざす。 
〔音楽〕 
・合奏（唱）を通して、音と音との重なり合いの変化、おもしろさを体感できるようにする。 
・鑑賞を通して、さまざまな楽器の音色、演奏形態、民族性などを知り、音楽の多様性を経 
験する。 
・楽典の学習を通して、音楽をより深く理解する。 

〔美術〕 
・美術の学習を通じて、表現する喜びや、楽しさを十分に味わわせる。 
・いろいろな画材による制作や、さまざまな作品の鑑賞などを通して美術の多様性を経験する。 

〔書道〕 
・書写と書道の違いを理解させるとともに、書道の芸術性に興味関心を持たせる。 
・筆で字を書くことの楽しさを知り、用具としての筆の表現の多様性を体験させる。 

 
【英語】 
  ＊国際社会の中で活躍できる資質を養うという観点から、特にコミュニケーション能力の育成や国 

際理解への姿勢を養うことを重視する。 
  ＊特にコミュニケーション能力の育成においては、「言語の使用場面」と「言語の働き」の指導に 

留意し、生徒一人ひとりの「話す」・「聞く」＝「伝える」・「理解する」という能力を伸ばす指導 
が一層可能になるよう努力する。 

 
【家庭】 
  ＊生活を主体的に創造する力を育てる。 
    ・多様な価値観に翻弄されること無く自分自身の価値観を確立する 
＊自立して生きる力を育てる。 

    ・自分らしい生活を創造するために自立能力を習得する 
＊ともに生きる力を育てる。 

    ・相互依存の関係において人は生きていることを学習する 
 
【情報】 
 ＊情報化社会の進む中、主体的に対応する能力と態度が身につけられるよう進める。 
＊様々な情報の収集・処理・発信できる能力の養成及び、情報を効果的に発信したり情報を共有し

たりするためには、情報の表し方に工夫や取決めが必要であることを理解させる。 
＊情報及び情報手段をより効果的に活用するための知識や技術の取得と科学的な考えの育成。 
＊情報化が人間や社会に及ぼす影響を理解し情報社会に参加する態度の育成。 



授業科目 現代文 

学年・類（コース） ２学年 ⅠⅡ類 単位数 文３・理２ 

平成２１年度 

国語科シラバス 

授業内容 

 

・個性的な評論を読んで、筆者の考えを的確に理解する。 

・論理的に考えることの面白さ、意義をとらえ、人生や芸術への認識を深める。 

・小説に描かれた場面、作中人物の行動・心理を、表現に即して読み取る。 

・小説の虚構を通じて、人間の生き方について考える態度を養う。 

・詩歌に表現された作者の心情を的確に読み取り、鑑賞力を高める。 

・昭和以降の詩の多様な表現を深く味わい、韻文に親しんで自己の感性を豊かに

する。 

・現代社会の問題を扱った評論を読み、話題の核心と論旨を的確に読み取って、 

 科学技術と人間や文化のあり方について深く考える。 

到達目標 

・ 論理的な文章の読解力を高め、思考力・表現力を養う。 

・ 人物の性格・心理・思想と作品の構成、表現方法の特徴を理解する。 

・ 詩のリズム・形式・比喩などの修辞法を理解する。 

評価方法 

定期考査を中心とし実力テスト・宿題テスト・小テスト・課題提出・ノート提出・

日常の授業への取り組み・出欠などを総合的に評価する。 

使用教材 

精選 現代文 東京書籍 

副教材 論理エンジン（水王社） 

その他 
文系３単位・理系２単位で実施 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
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小説 こころ
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授業科目 古典 

学年・類（コース） 2 学年 ⅠⅡ類 単位数 2 

平成２１年度 

国語科シラバス 

授業内容 

古文・漢文の二分野を学習する。 

１学期 中間 「宇治拾遺物語」「今昔物語」 

    期末 「故事と小説」「唐詩と文」「史記を読む」 

２学期 中間 「今昔物語」「徒然草」 

    期末 「平家物語」「私の百人一首」「伊勢物語」 

３学期 期末 「大和物語」「土佐日記」「西鶴諸国話」 

       「史記を読む」「寓話を読む」「三国志の世界」 

到達目標 

古典に興味と親しみを持たせ、読解の基礎的能力を養う。 

文法事項（用言、助詞、助動詞、接続語の用法）の習得。 

漢文の基本的事項（返り点、置き字、返読文字、再読文字、書き下し文、句形）

の習得 

読解を通して描かれている人間の思いや、生き方、価値観にふれる。 

評価方法 

定期考査・実力テスト・宿題テスト・小テスト課題の提出・ノート点検・日常の

授業の取り組み姿勢・出欠などを総合して評価を行う。 

使用教材 

教科書「新編 古典」東京書籍 

古語辞典・「古典辞書」（旺文社） 

漢和辞典 

その他 

学習には、国語辞典・漢和辞典が必要です。 

本校国語科が推薦する辞書を参考にしてそろえてください。 

教科書は２・３年で使用 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

宇治拾遺物語

今昔物語

徒然草

平家物語

私の百人一首

伊勢物語

大和物語

土佐日記

小説 西鶴諸国話

故事と小話

唐詩と文

史記を読む

寓話を読む

三国志の世界

和歌
物語
日記

古
文
・
漢
文

１２月 １月

漢文

説話
随筆
軍記

４月 ５月 ６月 ７月 ３月８月 ９月 １０月 １１月 ２月

2年

ⅠⅡ類

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

 



授業科目 古典（演習） 

学年・類（コース） ２学年 ⅠⅡ類（文型） 単位数 ２ 

平成２１年度 

国語科シラバス 

授業内容 

書き込み式の「よくわかる古典」を１時間に１題の割合で読んでいきながら、 

古典文法の基礎演習をしていく。（出典は説話・随筆・物語・軍記物などの一節） 

A 読解 本文構成を要約でつかみ重要単語・重要語彙で正確に読解する。 

B 文法 解釈の時、単語に分けていくように指示する。なるべく本文の朗読 

（範読または指名読み）をする。問題を解きながら、心情や内容を本文に

即して把握するように指示。テスト前には品詞分解付の解答・解説を配

るようにする。 

基本の基本を大切にして達成感を持たせるように演習させる。 

C ノート・プリント及びテキストの点検によって各個人の能力に応じた指導をす

るようにしたい。 

到達目標 

１学期 文の構造～動詞の活用、係り結びまで 

２学期 助動詞の復習～マスターを目指す 

３学期 文語文法の基礎・漢文の基礎・主な句法 

評価方法 

中間・期末のテストの成績、毎時の演習と週１回（ほぼ毎週か）の提出点検  

その他出欠・態度などにより総合的に評価する。 

  

使用教材 

よくわかる古典ステージ１（京都書房） 

古語辞典・漢和辞典 

プリント教材 

その他 

 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

2年

ⅠⅡ類文
型

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

３月８月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月４月 ５月 ６月 ７月

形容詞・形容動詞
と係り結び

助動詞

古
典
演
習

１２月

漢文

文法の基礎

 



授業科目 世界史Ｂ 

学年・類（コース） ２学年 Ⅰ・Ⅱ類 単位数 ２ 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

教科書を中心として図表や資料等を適時導入しながら、世界の歴史への感心・意

欲を喚起させ、世界の中の日本という意識を高めさせる。 

政治・経済との関連にも配慮をし、民族や国家の活動を学びながら、基本的な歴

史事項を理解させる。 

到達目標 

世界の歴史への興味・関心をもち、主体的に歴史の学習に取り組む。 

自国の歴史や文化をより客観的に見る目をはぐくみ、国際社会で活躍できる資質

を養う。 

評価方法 

 

定期考査、提出物、授業態度を加味し、総合評価をする。 

使用教材 

 

教科書：詳説世界史Ｂ 改訂版〈山川出版〉 

 

その他 
 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下上中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下上 中 下 上 中 下 上 中 下
★オリエントと地中海世界     
古代オリエント世界     
ギリシア世界     
ローマ世界

★アジア・アメリカの古代文明

インドの古典文明

東南アジアの諸文明

中国の古典文明

南北アメリカ文明

★東アジア世界の形成と発展

北方民族の活動と中国の分裂

東アジア文化圏の形成

東アジア諸地域の自立化

★内陸アジア世界の変遷

遊牧民とオアシス民の活動

トルコ化とイスラーム化の進展

モンゴル民族の発展

★イスラーム世界の形成と発展

イスラーム帝国の成立

イスラーム世界の発展

インド・東南アジア・アフリカのイスラーム化

イスラーム文明の発展

★ヨーロッパ世界の形成と発展

西ヨーロッパ世界の成立

東ヨーロッパ世界の成立

西ヨーロッパ中世世界の変容

西ヨーロッパの中世文化

★諸地域世界の交流

陸と海のネットワーク

海の道の発展

★アジア諸地域の繁栄

東アジア.東南アジアの動向

清時代の中国と隣接諸地域

トルコ・イラン世界の展開

★近代ヨーロッパの成立

ヨーロッパ世界の拡大

ルネサンス

宗教改革

主権国家体制の成立

２
学
期
期
末
試
験

１２月 １月 ２月 ３月８月 ９月 １０月 １１月４月 ５月 ６月 ７月

世界史B2年
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ類

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

 



授業科目 日本史 A 

学年・類（コース） ２学年 ⅠⅡ類 単位数 ２ 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

・歴史の大きな流れを、関連づけて説明をしていき、文化や伝統の特徴を明確に 
し、歴史的思考力を養う目的で学習する。 

・視覚を活用し、具体的に歴史のイメージが膨らませるように図説を用いる。 

・国際社会に生きる人としての自覚と素養を養うことを目的に学習する。 

到達目標 
その時代に起こりえた事柄を過去・未来で考えさせ歴史的思考力を高める。 

評価方法 
定期考査、授業態度、提出物等を加味し、総合評価をする。 

使用教材 
教科書：『改訂版 日本史Ａ 人・くらし・未来』（第一学習社） 

 

その他 
 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

せまってくる外国船

ちからを蓄える庶民

近代思想のいぶき

揺らぐ幕藩体制

黒船がやってきた

手を結ぶ薩長

近代との出会い

江戸が東京になった

天皇の軍隊がつくられた

スローガンは「富国強兵」

欧米文化がはいってきた

日本の国境が定まった

爆発する農民や士族の不満

国会開設が決まった

地主制が進行した

立法政治がはじまった

国会がはじめて開かれた

合言葉は条約改正

清国との対立が深まった

政党政治が出発した

ロシアとの対立を深めていく

アジアへの侵略が始まる

日本の生糸が世界を制する

国際経済に船出する

貧富の差が広がった

国家主義が台頭する

西洋文化が広がっていく

明治の文化が花開いた

民衆が政治を動かしはじめた

最初の世界大戦に日本も参戦した

成金の時代がやってきた

朝鮮・中国の民衆が立ち上がった

日本は米英に歩調を合わせた

抑圧からの開放を目指して

「平民宰相」が登場した

モダンな都市と文化が出現した

学問と芸術に新風が吹く

学
年
末
試
験

２年生

３月８月 ９月 １０月 １１月

日
本
史

Ａ

１２月

２
学
期
期
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２月４月 ５月 ６月 ７月 １月

２
学
期
中
間
試
験

 



授業科目 日本史 B 

学年・類（コース） ２学年 ⅠⅡ類 単位数 ４ 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

教科書を中心として図表や資料等を適時導入しながら生徒の興味や関心ある歴

史事象等については少し詳しく掘り下げて説明を加え、歴史の総合理解として展

開していく。 

到達目標 

日本史学習を通じて歴史的思考力の涵養と国民としての自覚や国際社会に主体

的に生きていく日本人としての自覚と資質をやしなう。 
 

評価方法 

定期考査、授業態度、提出物等を加味し、総合評価をする。 

使用教材 

教科書：詳説日本史 B 改訂版（山川出版） 

資料集：最新日本史図表 （第一学習社） 

問題集：日本史重要語句 Check List （啓隆社） 

その他 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

文化のはじまり

農耕社会の成立

古墳とヤマト政権

飛鳥の朝廷

律令国家の成立

平城京の時代

天平文化

平安朝廷の形成

摂関政治

国風文化

荘園と武士

院政と平氏の台頭

鎌倉幕府の成立

武士の社会

蒙古襲来と幕府の衰退

鎌倉文化

室町幕府の成立

幕府の衰退と庶民の台頭

室町文化

戦国大名の登場

織豊政権

桃山文化

幕藩体制の成立

２月４月 ５月 ６月 ７月 １月

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

学
年
末
試
験

２年生ⅠⅡ類

３月８月 ９月 １０月 １１月

日
本
史
Ｂ

１２月

 



授業科目 地理 B 

学年・類（コース） ２学年 ⅠⅡ類 単位数 ４ 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

①教科書における「系統地理」の分野を扱う。 

②地図帳・資料集にチェックや書き込みをする。 

③新聞記事等の教材を使って、時事問題と地理的事象との関連性を学ぶ。 

④単元ごとに、重要事項についての小テストを行う。 

⑤適宜、宿題・週末課題を出す。 

到達目標 

①系統地理に関する基礎知識を身に着ける。 

②地理的な事象について、その要因を地形・気候など地理的視点から理解できるよう

になる。 

③地図や統計データの読み取りができるようになる。 

評価方法 

・各定期考査を中心に、授業の取組等を考慮する。 

使用教材 

『新詳地理Ｂ』帝国書院 

『新詳高等地図』帝国書院 

『最新地理図表ジオGEO』第一学習社 

その他 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

地理的基礎事項

生活の舞台としての地形

世界の地形

生活に影響を及ぼす気候

世界の気候

日本の自然の特徴と人々の生活

産業の発達と変化

農産物の生産と流通

資源の生産と消費

工業製品の生産と流通

衣食住

消費と余暇活動

村落と都市

現代世界の国家

現代世界の交通・通信

現代世界の貿易と経済圏

２
学
期
期
末
試
験

４月 ５月 ６月 ７月

２
学
期
中
間
試
験

２月 ３月８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

２年Ⅰ・
Ⅱ類

地理Ｂ

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

自然環境と生活

資源と産業

生活と文化

結びつく現代世界

学
年
末
試
験

 



授業科目 現代社会 

学年・類（コース） ２年 特 色 単位数 2 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

現代社会を学習するに際し、生徒諸君が是非留意してもらいたい点を記しておきます。

１年次で、教科書内容はふれている。 

① 「理解」、そして「学ぶ」 

 １年次で学んだ基本的な仕組みと動きを教科書の内容から選択し、総合的に考えて

いく。重要な用語や図表などについては、復習をかねてノートに書き写し、１年次以上

の資料提供をしながら理解を深めていく。 

例えば、新聞記事を授業の中に取り入れて現代の社会の状況や、明治や昭和の政

治・経済・倫理との比較などをすることでより興味深く学べる。 

夏季休暇、冬期休暇で教科書内容に触れておくことはとても大切である。 

②平素の学習（予習、復習） 

 授業を受けるに先立ち、教科書内容に触れて予習をしておくことは、各内容への問題

意識向上につながる。毎時間の黒板に書かれた内容をノートに書き写すことは、必要で

あり、点検をしてもらう必要もある。復習時に、学習しやすいようなノートの使い方をする

ことは定期試験への取り組み方に時間の労力の無駄が少しでもなくすことができる。 

③平素の学習（新聞を読む） 

 授業や教科書だけで学べる範囲は限られている。日々変化する政治・経済に少しで

も関心をもってもらいたいことと、グローバル化してきたあらゆる状況をすばやくキャッチ

してもらいたいために、習慣的に新聞を読んでもらいたい。 

到達目標 
・現代の社会の知識を幅広く習得させ、様々な問題にふれさせ、より理解を深くもたせ

ていく。 

評価方法 
・各定期考査を中心に,授業の取り組み等を考慮する。 

使用教材 
・教科書｢現代社会｣ （東京書籍） 

・資料集｢ダイナミックワイド現代社会｣（東京書籍） 

その他  

 
●授業進度表 

学年・類 科目 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
調べよう考えよう

現代社会の特質と私たち

現代社会と青年の生き方

よりよく生きることを求めて

経済のしくみ

政府の経済的役割

変化する日本経済

豊かな生活の実現

民主政治とは

日本国憲法と基本的人権

国会・内閣・裁判所

政治参加と民主政治

国境をこえる経済

ボーダーレス化のなかの地域

国際社会の成立と戦後の動き

国際社会の課題

２年生特色

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

現
代
社
会

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

 



授業科目 政治・経済 

学年・類（コース） ２学年 ⅠⅡ類 単位数 ２ 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

民主政治の基本理念・特質を学習する 

日本国憲法の特色・内容・社会的価値について学習する。 

日本の政治のしくみについて理解をするとともに、現代の政治の動向を考察す
る。 

国際政治の特質・動向・国際連合の役割などについて考えるとともに、日本の国
際政治へのかかわりについて見ていく。 

資本主義経済制度や現代の資本主義の特徴について学習する。 

現代の経済のしくみに理解する 

戦後の日本経済の移り変わりを見るとともに、経済の諸課題を考える。 

 

到達目標 

政治・経済に関する知識を体系的に理解する。 

民主主義について理解を深める。 

現実の政治・経済・国際社会について理解する。 

評価方法 
定期試験を中心に課題や提出物を総合的に評価する。 

使用教材 

「新版政治経済」（実教出版） 

その他 

 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

現代国家と民主政治

日本国憲法と基本的人権

日本の政治機構と政治の課題

現代の国際政治

日本の平和主義と国際平和

経済社会の変容

現代経済のしくみ

現代の日本経済と福祉の向上

2年

ⅠⅡ類

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

３月８月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月

現代の政
治

政治・経
済

１２月

現代の経
済

４月 ５月 ６月 ７月

 



授業科目 数学Ⅱ 

学年・類（コース）     ２学年 ⅠⅡ類 単位数 ４ 

平成２１年度 

数学科シラバス 

授業内容 

１章 式の計算と方程式 

 整式の除法、等式・不等式の証明について学ぶ。 

２章 複素数と方程式 

複素数と方程式の解、および高次方程式について学ぶ。 

３章 図形と方程式 

座標・方程式を用いて基本的な平面図形の性質や関係を考察する。 

点と直線の距離，直線・円の位置関係や方程式，軌跡と領域について学ぶ。 

４章 三角関数 

角の拡張により三角関数を定義し，関数についての理解を深める。また，三角関数

の加法定理と，それから導かれる種々の定理について学ぶ。 

５章 指数関数・対数関数 

指数の拡張により指数関数および対数関数を定義し，関数についての理解を深め

る。また，指数関数・対数関数を具体的な事象の考察に活用することを学ぶ。 

６章  微分と積分 

「微分法」では微分係数・導関数の意味を理解し，接線の方程式や関数の値の変化

の調べ方を学ぶ。グラフの概形の描き方を学ぶ。 

「積分法」では，不定積分，定積分の意味を理解し，それを利用して面積を求めるこ

となどを学ぶ。 

到達目標 
上記学習内容について，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に

考察し処理する能力を伸ばすとともに，それらを活用する態度を育てる。 

評価方法 
定期試験，課題点検テスト，授業における確認テストなどで到達度を問う。また，課題提

出，授業への取り組み，出席状況等も考慮し総合的に評価する。 

使用教材 

教科書：「新編数学Ⅱ」（数研出版） 

副教材：「３ＴＲＩＡＬ数学Ⅱ＋Ｂ」（数研出版） 

その他 
 

 
●授業進度表 
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授業科目 数学 B 

学年・類（コース）    ２学年 ⅠⅡ類理系 単位数 ２（４） 

平成２１年度 

数学科シラバス 

授業内容 

１章 数列 

等差数列・等比数列、それ以外の簡単な数列の一般項や和について学び，数列

の概念を理解する。さらに，簡単な漸化式、数学的帰納法を用いた証明について

学ぶ。 

２章  ベクトル 

平面・空間上でのベクトルの意味，ベクトルの加法・減法・実数倍，ベクトルの成分や

内積，位置ベクトル，図形のベクトル方程式について学び，基本的な図形の性質や

関係をベクトルを用いて考察する。 

 

 

 

到達目標 

上記学習内容を習得します。演習を豊富にこなすことより，応用力も養います。 

 

評価方法 

定期試験，実力テスト，課題点検テストで到達度を問います。また，課題出席状況等を

考慮し総合的に評価する。 

使用教材 

教科書：「新編数学Ｂ」（数研） 

副教材：「３ＴＲＩＡＬ数学Ⅱ＋B」（数研） 

その他 

４単位履修者は，問題演習の時間を設け，履修内容の定着と応用力の養成を図る。 

 
●授業進度表 
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授業科目 数学Ⅰ（特色） 

学年・類（コース）     ２学年 ⅠⅡ類（特色） 単位数 ２ 

平成２１年度 

数学科シラバス 

授業内容 

１年次に学習した数学Ⅰ・Ａを中心に学習内容を精選し、高校生として必ず押さえ

ておきたい事柄を再確認し基礎の定着を図る。 

教科書にとらわれず身近な事例なども題材として採り上げ、数学に対する興味・関

心を喚起し数学を学ぶ意義を考える。 

○方程式と不等式 

式の基本的な計算や見通しを持って式を扱えるようする。 

1 次不等式と 2次方程式を解き、解の意味を考える。 

○2 次関数 

関数の概念を定着させ、2 次関数についてグラフを用いて理解を深める。 

2 次関数の値の変化を考察し、関数の最大・最小を求められるようにする。 

○図形と計量 

直角三角形における三角比を確実にマスターし、鈍角まで拡張する。 

正弦定理・余弦定理といった三角形の辺と角との間に成り立つ性質を理解し、 

いろいろな図形の計量が出来るようにする。 

 ○集合と場合の数 

個数を数える技術として、樹形図や和・積の法則・順列・組合せを理解する。 

○確率 

具体的な事象の考察などを通して、また順列・組合せなどを用いて不確定な事象 

を数量的に考察し処理できるようにする。 

到達目標 

上記学習内容について，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に

考察し処理する能力を伸ばすとともに，それらを活用する態度を育てる。 

評価方法 

定期試験，課題点検テスト，授業における確認テストなどで到達度を問う。また，課題提

出，授業への取り組み，出席状況等も考慮し総合的に評価する。 

使用教材 

教科書： 「新編数学Ⅰ」（数研出版） 

副教材： プリント教材 

 学習支援ソフト「スララ」 

その他 
 

 
●授業進度表 
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授業科目 物理Ⅰ 

学年・類（コース） ２ 学年 ⅠⅡ類 単位数 ３（４） 

平成２１年度 

理科シラバス 

授業内容 

 

１． 運動とエネルギー 

  日常に起こる物体の運動や様々なエネルギーの現象を観察，実験などを通して探究

し，それらの基本的な概念や法則を理解させ，運動とエネルギーについての基礎的な

見方や考え方を身に付けさせる。 

 

ア.   物体の運動 

イ.   エネルギー 

 

２．  波 

  地震波，水波，光，音などいろいろな波について共通の性質を観察，実験などを通

して探究し，波動現象についての基本的な概念や法則を理解させるとともに，それらを

日常生活と関連付けて考察できるようにする。 

ア． いろいろな波 

イ． 音 

ウ． 光 

 

到達目標 

 

物理的な事物・現象についての観察，実験などを行い，自然に対する関心や探究心を

高め，物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに基本的な概念や原理・法則を

理解させ，科学的な自然観を育成する。 

 

評価方法 

 

定期考査・宿題テスト・小テスト・課題の提出・日常の授業の取り組み姿勢を総合的に

判断して評価を行なう。 

 

使用教材 

 

教科書 物理Ⅰ （東京書籍） 

副教材 センサー物理Ⅰ+Ⅱ （啓林館） 

 

その他 
 

 

 

●授業進度表 
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授業科目 化学Ⅰ 

学年・類（コース） ２ 学年 ⅠⅡ類 単位数 １ 

平成２１年度 

理科シラバス 

授業内容 

 

（1）  物質の種類と性質 

  無機物質と有機化合物の性質や変化を観察，実験などを通して探究し，物質に関す

る基本的な概念や法則を理解させるとともに，それらを日常生活と関連付けて考察でき

るようにする。 

ア  無機物質 

（イ）  金属元素 

イ  有機化合物 

（ア）  炭化水素 

（イ）  官能基を含む化合物 

ウ  物質の種類と性質に関する探究活動 

到達目標 

  

化学的な事物・現象についての観察，実験などを行い，自然に対する関心や探究心を

高め，化学的に探究する能力と態度を育てるとともに基本的な概念や原理・法則を理

解させ，科学的な自然観を育成する。 

 

評価方法 

 

定期考査・宿題テスト・小テスト・課題の提出・日常の授業の取り組み姿勢を総合的に

判断して評価を行なう。 

 

使用教材 

 

教科書 化学Ⅰ （啓林館） 

センサー 新編化学Ⅰ（啓林館） 

授業プリント 

 

その他 
 

 

 

●授業進度表 
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授業科目 生物Ⅰ 

学年・類（コース） ２ 学年 ⅠⅡ類（文系） 単位数 ３ 

平成２１年度 

理科シラバス 

授業内容 

 

生物の基本である細胞の構造と機能について理解したのち，生命の連続性に関わる基

本的なしくみである発生や遺伝について学ぶ。また、環境に対する動物の反応を学

ぶ。 

第１編 細胞 

細胞のはたらきと構造・細胞の増え方・細胞と生物のからだ 

第２編 生殖と発生 

生殖の方法・動物の生殖と発生・発生のしくみ・植物の生殖と発生 

第３編 遺伝 

遺伝の法則・遺伝子と染色体・遺伝子の本体 

第４編 刺激と動物の反応 

刺激の受容・情報の伝達・動物の行動 

 

到達目標 

・現代生物学の基礎となる内容を、最先端の生物学を織り交ぜながら学習する。 

・観察・実験を通して自然を科学的に探求する能力を育てる。 

・命の営みを学習することで生命に対する畏敬の念を育て、生命を尊重する精神を養

う。 

・生物や生命現象に対する基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然

観を育てる。 

評価方法 

 

定期考査・宿題テスト・小テスト・課題の提出・日常の授業の取り組み姿勢を総合的に

判断して評価を行なう。 

 

使用教材 

高等学校 生物Ⅰ（東京書籍），リードα生物Ⅰ（数研出版）， 

スクエア最新図説生物（第一学習社） 

その他 
 

 

 

●授業進度表 
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授業科目 生物Ⅰ 

学年・類（コース） ２ 学年 ⅠⅡ類（理系） 単位数 ３（４） 

平成２１年度 

理科シラバス 

授業内容 

 

生物の基本である細胞の構造と機能について理解したのち，生命の連続性に関わる基

本的なしくみである発生や遺伝について学ぶ。また、環境に対する動物の反応を学

ぶ。 

第１編 細胞 

細胞のはたらきと構造・細胞の増え方・細胞と生物のからだ 

第２編 生殖と発生 

生殖の方法・動物の生殖と発生・発生のしくみ・植物の生殖と発生 

第３編 遺伝 

遺伝の法則・遺伝子と染色体・遺伝子の本体 

第４編 刺激と動物の反応 

刺激の受容・情報の伝達・動物の行動 

第５編 内部環境と恒常性 

内部環境の調節・自律神経系と内分泌系 

 

到達目標 

・現代生物学の基礎となる内容を、最先端の生物学を織り交ぜながら学習する。 

・観察・実験を通して自然を科学的に探求する能力を育てる。 

・命の営みを学習することで生命に対する畏敬の念を育て、生命を尊重する精神を養

う。 

・生物や生命現象に対する基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然

観を育てる。 

評価方法 

 

定期考査・宿題・小テスト・課題の提出・日常の授業の取り組み姿勢を総合的に判断し

て評価を行なう。 

 

使用教材 
高等学校 生物Ⅰ（東京書籍），リードα生物Ⅰ（数研出版）， 

スクエア最新図説生物（第一学習社） 

その他 
 

 

 

●授業進度表 
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授業科目 英語Ⅱ 

学年・類（コース） ２学年 ⅠⅡ類 単位数 ４ 

平成２１年度 

英語科シラバス 

授業内容 

･ 教科書の文脈の中で語彙力を増やす。 

・ ＣＤを聴き、正しい発音を確認する。 

・ 英文を前から順番に読めるように、フレーズリーディングをすすめる。 

・ 英文の構造を理解する。  

・ 練習問題で文法事項の確認をする。 

・ レッスンの文化的、歴史背景などについても十分な説明を加える 

・ 辞書指導による日々の辞書活用の定着化を目指す。 

・ 音読、ディクテーションより重要表現、表現力などの定着化を図る。 

   

到達目標 

英文を通して、文化や歴史を学ぶ。英語を学習することで、日本語、日本文化について

も意識し学習するようにする。 

評価方法 

定期考査、各種小テスト、課題提出、予習・復習等授業への取り組みの姿勢や学習へ

の意欲、出欠状況等を総合的に評価する。 

使用教材 

・ BIG DIPPER Ⅱ         数研出版 

・ ワークブック          数研出版 

・ 基本英単語・熟語 1100 数研出版   旺文社 

・ 辞書 

その他 

 

 

 

●授業進度表 
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ＬＥＳＳＯＮ５ ５Ｗ１Ｈ、完了不定詞

ＬＥＳＳＯＮ６ 形式主語、助動詞など
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授業科目 ライティング 

学年・類（コース） ２学年 ⅠⅡ類 単位数 2 

平成２１年度 

英語科シラバス 

授業内容 

・ 基本的な文法事項を既習の単元と関連付けながら学習する 

・ できるだけ多くの類似の例文を挙げながら知識の定着を図る   

・ 練習問題を解くことで学習内容のチェックをする 

・ ワークブックや参考書で学習内容の確認をする 

・ 文法事項を確認しながら実際に自分で英文組み立てられる練習をする 

・ ワークブック等で問題を解くことにより、英語の思考回路になれるように訓練する 

到達目標 

文法事項が有機的につながるように知識の定着を図る 

文法を駆使しつつ、英語の思考回路で英文が組み立てられるようにする 

評価方法 

定期考査、各種小テスト、課題提出、予習・復習等授業への取り組みの姿勢や学習へ

の意欲、出欠状況等を総合的に評価する。 

使用教材 

・ ラーナーズ 26                    数研出版  

・ ラーナーズワークブック              数研出版 

・ チャート式 ラーナーズ高校英語         数研出版 

・ BIG DIPPER Writing Course            数研出版 

・ BIG DIPPER Writing Course ワークブック    数研出版 

・ 辞書 

その他 

 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

比較Ⅰ

比較Ⅱ

関係詞Ⅰ

関係詞Ⅱ

関係詞Ⅲ

仮定法Ⅰ

仮定法Ⅱ

話法

肯定文、否定分

疑問文

文型、未来

完了形、進行形

2年

ⅠⅡ類

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

３月８月 ９月 １０月 １１月 ２月

ＰＡＲＴ１

ラ
イ
テ

ィ
ン
グ

１２月 １月

Ｌ19～26

４月 ５月 ６月 ７月

 



授業科目 体育  （柔道１単位を含む） 

学年・類（コース） ２学年 全類（男子） 単位 ２（柔道１） 

平成２１年度 

保健体育科シラバス 

授業内容 

※柔道のシラバスは別紙。 

 

・集団行動 

 学校生活の中で集団で行動する機会が非常に多い。このような場合、守らなければ

ならない諸事項をお互いに守ることによって、集団として秩序を身につける。 

・体力テスト 

 自分の体力・運動能力の現状を確かめるテストである。その結果をよく分析して、不足

している能力を高めるためいろいろなスポーツ活動に親しみ、ますます心身を鍛錬し

て、健康で充実した学校生活が送れるよう努力することを学ばせる。 

・サッカー、ソフトボール 

 集団スポーツの特性を理解する。基本的ルールを理解するとともに基本的技能を身に

つけ、技術を上達させる。 

・持久走 

 体力とともに最後まで走り抜く精神力と忍耐を養い、今後の学習活動に活かす。マラソ

ン大会の安全対策とマラソン事前学習の習得とする。 

到達目標 

・積極的に楽しく運動に取組んでいる。 

・声を掛け合い、励まし合い、教え合いならが技術の習得に取り組んでいる。 

・ゲームを進めるためのルールを理解している。 

・スキルテストで標準技能や技術を習得させる。 

評価方法 

・関心、意欲、態度 

・思考判断 

・技能 

・知識理解 

使用教材 

アクティブスポーツ総合版（大修館） 

その他 

 

 
●授業進度表 

ソフトボール サッカー 持久走
実技試験 実技試験
筆記試験 筆記試験 実技試験

筆記試験

武道

男子２年生
体育

オリエンテーション

体育理論

集団行動

体力テスト

柔道

３月７月 ９月

周
１２月 １月 ２月１０月 １１月月 ４月 ５月 ６月

 

 



授業科目 体育（柔道） 

学年・類（コース） ２学年 全類（男子） 単位 １ 

平成２１年度 

保健体育科シラバス 

授業内容 

１学期 ： 基本動作と固め技 

１，履修上の注意・授業の進め方について、柔道の歴史と特性・礼法 

２，柔道着の着方・姿勢と組み方、固め技①けさ固 

３，②横四方固 ４，③絞め技 ５，④関節技 ６，四つんばいの返し方 

７，８，固め技の乱取り練習１０，簡易試合（グループ別リーグ戦） 

 

２学期 ： 投げ技と簡易試合 

１１，投げ技と受け身①大外刈りと後受け身 １２，②膝車と横受け身 

１３，③体落しと前回り受け身 １４，１５，１６，投げ技の打ち込みと乱取り練習     

１７，１８，団体試合 団体試合 １９，投げ技④大内刈り  

２０，⑤内股、払腰、背負投２１， ２２，投げ技と固め技の打ち込みと乱取り練習    

 

３学期 ： 試合 

２３，２４，２５，１・２学期の復習    

２６，２７，２８，２９，個人試合（体重別トーナメント戦）  

３０，３１，３２，３３，投げ技と固め技の打ち込みと乱取り練習      

 

到達目標 

○ 柔道の基本技術を身につける 

○ 相手の動きに対応した攻防ができる 

○ 強い精神力と相手を尊重し思いやる心を身につける 

○ ルールを守り、安全に試合ができるようにする 

 

評価方法 

○ 筆記テスト 

○ 試合・乱取り練習の中で基本技術を評価する 

○ 授業態度 

○ 欠席が実授業時数の３分の１を超える場合は単位不認定とする 

（見学は２回で欠席１回とカウントする。診断書のあるやむを得ないものは除く） 

 

使用教材 

参考書「アクティブスポーツ」大修館 

柔道着 

 

その他 

 

 



授業科目 体育 

学年・類（コース） ２学年 全類（女子） 単位 ２ 

平成２１年度 

保健体育科シラバス 

授業内容 

・集団行動 

 学校生活の中で集団で行動する機会が非常に多い。このような場合、守らなければ

ならない諸事項をお互いに守ることによって、集団として秩序を身につける。 

・体力テスト 

 自分の体力・運動能力の現状を確かめるテストである。その結果をよく分析して、不足

している能力を高めるためいろいろなスポーツ活動に親しみ、ますます心身を鍛錬し

て、健康で充実した学校生活が送れるよう努力することを学ばせる。 

・バレーボール 

 集団スポーツの特性を理解する。基本的ルールを理解するとともに基本的技能を身に

つけ、技術を上達させる。 

・バドミントン 

バドミントンの特性を理解する。基本的ルールを理解するとともに基本的技能を身につ

け、技術を上達させる。 

・ダンス 

 ダンスの特性について知る。心と体を解きほぐし、ダンスを通して誰とでも関ることをで

きるよう学習する。 

・持久走 

 体力とともに最後まで走り抜く精神力と忍耐を養い、今後の学習活動に活かす。マラソ

ン大会の安全対策とマラソン事前学習の習得とする。 

到達目標 

・積極的に楽しく運動に取組んでいる。 

・声を掛け合い、励まし合い、教え合いならが技術の習得に取り組んでいる。 

・ゲームを進めるためのルールを理解している。 

・スキルテストで標準技能や技術を習得させる。 

評価方法 

・関心、意欲、態度 

・思考判断 

・技能 

・知識理解 

使用教材 アクティブスポーツ総合版（大修館） 

その他 
 

 
●授業進度表 

ダンス バレーボールバドミントン 持久走
実技試験 実技試験
筆記試験 筆記試験 実技試験

筆記試験

月 ４月 ５月 ６月 １２月 １月 ２月１０月 １１月 ３月７月 ９月

周

女子２年生 体育

オリエンテーション

体育理論

集団行動

体力テスト  
 



授業科目 体育（特色：２単位選択） 

学年・類（コース） ２学年 ⅠⅡ類 単位数 ２ 

平成２１年度 

保健体育科シラバス 

授業内容 

下記のような進路を希望する生徒を対象とする授業を行う。 
《卒業後の進路》 
体育系大学・専門学校、スポーツ推薦による進学、実業団への就職 

→ 体育教師・トレーナー・スポーツインストラクター等 
１学期（１４時間×２単位）  

・ オリエンテーション 
・ 受験校調べ・受験対策 
・ 体育理論・トレーニング理論  

    ・ テーピング・怪我の予防等トレーナー研修 
 ［甲賀健康医療専門学校へ依頼］ 

・ 水泳（クロール２５ｍ・平泳ぎ２５ｍ・クイックターン） 
            ［鈴鹿スイミングクラブへ依頼］ 

 
２学期（１５時間×２単位） 

・ 受験種目・教員採用試験種目練習 
陸上競技（砲丸投げ・走り幅跳び） 
球技（サッカー・バスケット・バレーボール等） 
器械体操（マット運動）          

    武道（柔道－座礼・前方回転受け身・約束練習） 
３学期  個別に受験指導をする 

    
※年度初めに、選択者には必要経費（スイミング・テーピング講習等）を説明す

る。軽スポーツ・テニス・バドミントン・ゴルフ・スキー・スケート等時間があ

れば指導する。 

到達目標 

・受験実技の習得 

・スポーツ専門知識の理解 

評価方法 

関心、意欲、態度 

思考判断 

技能理解 

使用教材 

 

その他 

 

 

 



授業科目 保健 

学年・類（コース） ２学年 全類 単位 １ 

平成２１年度 

保健体育科シラバス 

授業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期  生涯を通じる健康（思春期と健康～家族計画と人工妊娠中絶） 

 

２学期  生涯を通じる健康（加齢と健康～医療機関と医療サービスの活用） 

 

３学期  社会生活と健康（大気汚染と健康～食品と環境の保健と私たち） 

 

クラス単位の講義形式。 

視聴覚室でビデオ学習することもある。 

 

青年期から壮年期へと年齢を重ねるにつれ増大していく危険因子を理解し、健やかな

生き甲斐のある老年期を迎えるための健康管理を学ぶ。 

現代社会で重大な健康問題の１つである。地球規模の環境汚染について、私たちがす

べきことは何かを学ぶ。 

健康的な生活をすごすために重要な食品衛生と労働安全について何をすべきか学

ぶ。 

到達目標 

１年で学んだ「現代社会と健康」をふまえ、生涯を見通した、健康生活の設計を立てさ

せる。 

評価方法 

定期考査を主な評価対象とするが授業態度、ノート提出、出席状況等を加味して総合

評価をする。 

使用教材 

教科書「保健体育」（大修館） 

ノート「現代保健ノート」（大修館） 

その他 

 

 
 



授業科目 音楽 

学年・類（コース） ２学年 ⅠⅡ類 単位数 ２ 

平成２１年度 

芸術科シラバス 

授業内容 

・ 楽典の理解を深める 

・ 調性音楽の基本構造 

・ 歌曲創作（オリジナル・ソングの作曲） 

・ 非調性音楽と無調音楽 

・ 西洋音楽史 

・ ソルフェージュ （視唱・聴音） 

・ 楽曲の演奏 （弾き歌いを含む） 

・ 様々なアンサンブル（合奏・重唱など） 

到達目標 

・ 楽典の知識の定着 

・ 音楽史の理解 

・ ソルフェージュ能力の拡大 

・ 演奏力の向上 

・ 主体的な表現の実践 

評価方法 

［単位修得要件］ 出席日数、授業参加練習態度、持ち物（楽譜など）、課題に対する稽古・

実習・演奏、学年末の学科（筆記）試験。以上を加味しながら実技 60％、理論 40％にて評

価を決定する。 

使用教材 
音楽の友社 改訂新版 高校生の音楽Ⅰ  資料プリント・楽譜プリント等 

その他 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

音名　音程　

調性音楽の構造　和声

非調性音楽と無調音楽

楽語　記号

演習

視唱

聴音

ルネッサンスまで

バロック

古典派

ロマン派

近現代

室町時代まで

江戸時代

明治・大正

昭和・平成

様々な国の音楽

作曲

器楽

声楽

音楽

１２月

実技

楽典

ソルフェージュ

西洋音楽史概論

日本音楽史概論

４月 ５月 ６月 ７月 ３月８月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月

2年

特色

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

 



授業科目 美術 

学年・類（コース） ２学年 ⅠⅡ類 単位数 ２ 

平成２１年度 

芸術科シラバス 

授業内容 

１学期の前半は 1年生の時の復習と、さらなる定着をめざしデッサンを行う。 

その後、木材を使った課題に移行する。これは、木彫による木工芸と木版画の

どちらかを選択する形で行う。版画は、水性多色刷り木版を基本とするが、生徒

の希望によっては一色刷り裏彩色の技法による制作も選択できるとする 

 2 学期以降は、絵画とデザインの課題で選択とする。絵画選択の場合は、風景、

静物、最後に創造画を行う。画材はアクリル、もしくは油彩画とする。デザイン

選択は、コラージュによる平面の作品をつくり、後半は絵本制作とする。画材は

ポスターカラー、アクリル絵の具を使用し、モダンテクニックを駆使して制作す

るものとする。 

 

 

到達目標 

進路に関わるものは、その基礎となる実力をつける 

素材に対する理解を深める 

自分なりの創意工夫をさせ、より高い完成度の作品に仕上げる 

評価方法 

作品としての完成度、画材や課題の習熟度、授業態度、主席日数などを加味して

総合的に評価する 

使用教材 
日本文教出版 美術１ 

その他 

 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

スケッチ

石膏像

静物

静物画

風景画

木版画

創造画

工芸 木工芸

コラージュ

絵本製作

絵画美術

１２月 １月 ２月４月 ５月 ６月 ７月

デザイン

デッサン

３月８月 ９月 １０月 １１月

2年

創造

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

 



授業科目 書道 

学年・類（コース） ２学年 ⅠⅡ類 単位数 ２ 

平成２１年度 

芸術科シラバス 

授業内容 

・ 1 年で学んだことを基礎とし、さらに高度な大作に取り組む。 

・ ２×８尺に細字で千字文を臨書し、みえ高校総合文化祭にエントリーし 

来年度の全国高校総合文化祭宮崎大会への県代表獲得を狙う。 

・ 篆刻の制作をすることで自分の落款印を持つ。 

・ 文部科学省認定書写検定 3級に秋受験する為の模擬問題を６月より開始。 

・ 半切、全紙、巻子など、多彩な形の作品を制作することで書道の奥の深さを 

感じてもらう。 

到達目標 

・ 大作に関して専門的な高度な完成度を目標とする。 

・ 書写検定３級合格を目標とする。 

・ いろいろな作品に対応する大きさの落款印を完成する。 

評価方法 

授業での態度、作品の仕上げ、チャレンジ精神、他を総合して評価する。 

使用教材 

教育出版 書道Ⅰ 

 

その他 

天来書院 書道全集 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

細字　智永真草千字文

多宝塔碑

巻子　阿弥陀経

文科省認定検定

篆書の学習

書写検定

篆刻

書道

１２月

大作臨書
行書

４月 ５月 ６月 ７月 ３月８月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月

2年

特色

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

 



授業科目 家庭基礎 

学年・類（コース） ２学年 ⅠⅡ類 単位数 ２ 

平成２１年度 

家庭科シラバス 

授業内容 

家族や家庭生活、消費生活、食生活、衣生活について総合的に学習 

する。各分野の基礎的・基本的な知識と技術を実験実習を通して習得 

させ、家庭生活の意義を理解させるとともに、家庭生活に必要な能力 

と主体的、実践的な態度を育てる。 

到達目標 

家庭生活を営むために必要な衣食住や消費生活などに関する知識、技術を総

合的に学び、各自の家庭生活、地域生活を充実しようとする能力と実践力を身につ

ける。 

評価方法 

定期考査を主な評価対象とする。レポート、課題等の提出状況を加味して総合的

に評価する。 

使用教材 

教科書：家庭基礎（実教出版社） 

その他 

実験実習費が必要 

実習着（エプロン）が必要 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

自分らしく生きる

パートナーと出会う

家族って何だろう

家族と法律

衣生活をつくる

被服実習

消費行動を考える

経済的に自立する

食生活を見つめる

栄養と食品のかかわり

食品選び方と安全

食生活をデザインする

調理実習

資源・環境を考える

衣生活

消費
生活

１２月

食生
活

家族
生活

４月 ５月 ６月 ７月 ３月８月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月

2年

ⅠⅡ類

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

 



授業科目 現代文 

学年・類（コース） ２学年 Ⅲ類 単位数 ３ 

平成２１年度 

国語科シラバス 

授業内容 

◎評論の読み解き方。筆者の主張を的確に読み取る為に、文章の構成をつかむ。 

◎小説の中に登場する人物の心情を掴み取ると同時に、舞台となった時代背景を把握

する。 

◎評論から小説まであらゆる分野の問題を読み解くことで、大学入試に対応できる読解

力を身につける。 

到達目標 

・国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高める。 

・思考力を伸ばし心情を豊かにする。 

・言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深める。 

・国語を尊重してその向上を図る態度を育てる。 

・強調表現を的確に発見し、これを基に作者の主張を的確に把握できるようにする。 

評価方法 

定期考査・実力テスト・宿題テスト・小テスト・課題の提出・ノート提出・日常の授業の取り

組み姿勢・出欠などを総合的に判断して評価を行なう。 

使用教材 

教科書 高等学校現代文（第一学習社） 

副教材 論理エンジン（下） 

      漢字の練習 

改訂新版 力をつける現代文ステップ３（数研出版） 

その他 

◎家庭学習には、国語辞典・漢和辞典が必要です。本校国語科が推薦する辞書を参

考にして、そろえてください。 

◎受け身ではなく自ら学ぶ姿勢をもって授業に参加し、自己表現がしっかりできるよう

にすると同時に、他者を理解することをこころがけてください。 

◎日常生活の中でも積極的にことばにかかわり、幅の広い視野や人間性を身につける

努力を続けてください。 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

論理エンジン

最初のペンギン

ミロのヴィーナス

論理エンジン

山月記

論理エンジン

リズムのおけいこ

環境問題への視点

忘れた～永訣の朝

論理エンジン

メディアは何を変えるのか

城の崎にて

論理エンジン

抗争する人間・ものの世紀

こころ

２年

Ⅲ類

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

３月８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月４月 ５月 ６月 ７月

評論

小説

評論
詩歌

現
代
文

評論
小説

評論
小説

 



授業科目 古典 

学年・類（コース） ２学年 Ⅲ類 単位数 ２ 

平成２１年度 

国語科シラバス 

授業内容 

◎ 教科書教材を通して、古典の古文・漢文の基礎知識や読解力を習得し、 

大学入試センター試験に対応するための基礎学力を養成する。 

・ 古典の基礎知識の習得 

文法（助動詞・助詞・敬語）や重要な古語、文学史の理解 

漢文の訓読（訓点・書き下し文）・句法の習得 

・ 説話の構成・展開に即してあらすじを捉える。 

・ 随筆に描かれた筆者の自然観・人生観、ものの見方に触れる。 

・ 軍記・歴史物語を読み、登場人物の生き方を理解する。 

・ 日記文学を読み、作者の心情・生き方を読解する。 

・ 源氏物語の世界に触れ、登場人物の心情や生き方を読み取る。 

・ 教科書教材を中心にしながら日本文学史の流れを理解する。 

・ 漢文に見られる語句の意味・句法を理解し、その内容を正確に読み取る。 

◎基本的な問題演習を通して、入試問題に対応できる基礎力をつける。 

到達目標 

・ 古典の基礎知識の習得し、古典文学作品に興味・関心を持つ。 

・ 古典文法（助動詞・助詞・敬語）・古典単語を習得し、文章読解を深める。 

・ 問題演習でセンター試験問題に対応するための基礎的学力を養成する。 

・ 古典の読解を通して、作者のものの見方や考え方に触れ、自己の人生を豊か

にしようとする心の姿勢を育てる。 

評価方法 

定期考査・課題点検テスト・小テスト・課題・ノートの提出や内容、授業時の発

表や態度などの取り組み姿勢・出欠状況などを総合的に判断して評価を行う。  

使用教材 

教科書 ・古典 古文編 （東京書籍） 

・古典 漢文編 （東京書籍） 

副教材 ・国語便覧 (第一学習社)   ・対訳古典文法 (第一学習社) 

    ・古文の演習 グレード２ (桐原書店) 

    ・完全演習入門漢文 (桐原書店) ・必修古文単語４００（桐原書店） 

その他 

必ず予習をして授業に臨もう。本文写し・品詞分解・語句の意味・口語訳・訓読

書き下し文など。 

古語・漢和辞典を活用して、自力で「読む」という意識を強く持ってください。 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

古文・説話 古今著聞集・宇治拾遺物語

漢文・小話 史記・十八史略

古文・随筆 徒然草

漢文・小話 韓非子・世説新語

古文・軍記 平家物語

漢文・唐詩 孟浩然・王維・李白

古文・歴史物語 歴史物語：大鏡

漢文・史記 項羽と劉邦（鴻門之会）

古文・日記、物語 更級日記・源氏物語

漢文・史記 項羽と劉邦（四面楚歌・項王自刎）

2年

 Ⅲ類

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

３月８月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月

古典

１２月４月 ５月 ６月 ７月

 



授業科目 古典（演習） 

学年・類（コース） ２学年 Ⅲ類（文系） 単位数 ２ 

平成２１年度 

国語科シラバス 

授業内容 

文理共通履修の古典の古文漢文に加え、より多くの内容を学習する 

◎古文 古文読解・文学史・古典に関する知識を学ぶ 

    古典文法 助詞助・動詞・敬語を中心として 

◎漢文 教科書読解 

    訓読と内容理解 思想・古詩・文・日本の漢詩文 

 

到達目標 

・古文や漢文の世界に興味と関心をもつ 

・古典文法－特に本文における助詞・助動詞・敬語の使用法の多様性を学び、古

文の本文理解をより深くする。 

・漢文－訓読の能力を向上させる 

・漢字・漢語に興味を持たせ、現代生活の中で漢字に積極的にかかわらせる 

評価方法  

定期考査・実力試験（その見直し）・小テスト・ノート点検・授業への積極性・

出席状況などを総合的に判断して評価を行なう 

使用教材 

教科書 

「古典（古文編）」（東京書籍） 

「古典（漢文編）」（東京書籍） 

副教材 

「国語便覧」（第一学習社） 

「対訳古典文法」（第一学習社） 

「完全征服必修古典単語４００」（桐原書店） 

「古文の演習」グレード２（桐原書店） 

その他 

古文 授業までに、ノートに本文を書き、意味のつかめない語句を古語辞典で調

べてくること 

漢文 授業までに、ノートにボールペンで白文（訓点をつけない漢字だけの本文）

を書き、教科書で声を出して訓読を練習してくること 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

古文（[枕草子）

漢文（人間論）

古文（「枕草子」「伊勢物語」））

漢文（政治論）

古文（和歌と歌謡）

漢文（古詩）

古文（芭蕉）

漢文（文）

古文（去来抄・本居宣長の評論）

漢文（日本の漢詩文）

2年

 Ⅲ類

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

３月８月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月４月 ５月 ６月 ７月

古典
（演習）
文系

１２月

 



授業科目 世界史Ｂ 

学年・類（コース） ２学年 Ⅲ類 単位数 ２ 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

教科書を中心として図表や資料等を適時導入しながら、世界の歴史への感心・意

欲を喚起させ、世界の中の日本という意識を高めさせる。 

政治・経済との関連にも配慮をし、民族や国家の活動を学びながら、基本的な歴

史事項を理解させる。 

到達目標 

世界の歴史への興味・関心をもち、主体的に歴史の学習に取り組む。 

自国の歴史や文化をより客観的に見る目をはぐくみ、国際社会で活躍できる資質

を養う。 

評価方法 

 

定期考査、提出物、授業態度を加味し、総合評価をする。 

使用教材 

教科書：詳説世界史Ｂ 改訂版〈山川出版〉 

世界史重要語句 Check list（啓隆社） 

ニューステージ世界史詳覧（浜島書店） 

その他 
 

 

 

●授業進度 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

東ヨーロッパ世界の成立

西ヨーロッパ中世世界の変容

西ヨーロッパの中世文化

陸と海のネットワーク

海の道の発展

東アジア・東南アジア世界の動向

清代の中国と隣接諸地域

トルコ・イラン世界の展開

ムガル帝国の交流と衰退

ヨーロッパ世界の拡大

ルネサンス

宗教改革

主権国家体制の形成

重商主義と啓蒙専制主義

ヨーロッパ諸国の海外進出

１７～１８世紀のヨーロッパ文化

産業革命

アメリカ独立革命

フランス革命とナポレオン

ウィーン体制

ヨーロッパの再編

アメリカ合衆国の発展

１９世紀欧米の文化

オスマン帝国支配の動揺とアラブのめざめ

南アジア・東南アジアの植民地化

東アジアの激動

帝国主義と列強の展開

世界分割と列強対立

アジア諸国の改革と民族運動

第一次世界大戦とロシア革命

ベルサイユ体制下の欧米諸国

アジア・アフリカ民族主義の進展

世界恐慌とファシズム諸国の侵略

第二次世界大戦

東西対立の始まりとアジア諸地域の自立

冷戦構造と日本・ヨーロッパの復興

第三世界の自立と危機

米・ソ両大国の動揺と国際経済の危機

冷戦の解消と世界の多極化

社会主義世界の解体と変容

第三世界の多元化と地域紛争

現代文明

ヨーロッパ主権国家体制の展開

３年Ⅲ類 世界史Ｂ

ヨーロッパ世界の形成と発展

諸地域世界の交流

アジア・諸地域の繁栄

近代ヨーロッパの成立

帝国主義とアジアの民族運動

４月 ５月 ６月 ７月 ３月８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

二つの世界大戦

冷戦と第三世界の自立

現代の世界

欧米における近代社会の成長

欧米における
近代国民国家の発展

アジア諸地域の動揺

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

学
年
末
試
験

 



授業科目 日本史 A 

学年・類（コース） ２学年 Ⅲ類  単位数 ２ 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

・歴史の大きな流れを、関連づけて説明をしていき、文化や伝統の特徴を明確に 
し、歴史的思考力を養う目的で学習する。 
・視覚を活用し、具体的に歴史のイメージが膨らませるように図説を用いる。 
・国際社会に生きる人としての自覚と素養を養うことを目的に学習する。 

到達目標 
その時代に起こりえた事柄を過去・未来で考えさせ歴史的思考力を高める。 

評価方法 

定期考査、授業態度、提出物等を加味し、総合評価をする。 

使用教材 
教科書：『改訂版 日本史Ａ 人・くらし・未来』（第一学習社） 

 

その他 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

せまってくる外国船

ちからを蓄える庶民

近代思想のいぶき

揺らぐ幕藩体制

黒船がやってきた

手を結ぶ薩長

近代との出会い

江戸が東京になった

天皇の軍隊がつくられた

スローガンは「富国強兵」

欧米文化がはいってきた

日本の国境が定まった

爆発する農民や士族の不満

国会開設が決まった

地主制が進行した

立法政治がはじまった

国会がはじめて開かれた

合言葉は条約改正

清国との対立が深まった

政党政治が出発した

ロシアとの対立を深めていく

アジアへの侵略が始まる

日本の生糸が世界を制する

国際経済に船出する

貧富の差が広がった

国家主義が台頭する

西洋文化が広がっていく

明治の文化が花開いた

民衆が政治を動かしはじめた

最初の世界大戦に日本も参戦した

成金の時代がやってきた

朝鮮・中国の民衆が立ち上がった

日本は米英に歩調を合わせた

抑圧からの開放を目指して

「平民宰相」が登場した

モダンな都市と文化が出現した

学問と芸術に新風が吹く

学
年
末
試
験

２年生Ⅲ類

３月８月 ９月 １０月 １１月

日
本
史
Ａ

１２月

２
学
期
期
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２月４月 ５月 ６月 ７月 １月

２
学
期
中
間
試
験

 



授業科目 日本史 B 

学年・類（コース） ２学年 Ⅲ類 単位数 ４ 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

教科書を中心として図表や資料等を適時導入しながら生徒の興味や関心ある歴

史事象等については少し詳しく掘り下げて説明を加え、歴史の総合理解として展

開していく。 

到達目標 

日本史学習を通じて歴史的思考力の涵養と国民としての自覚や国際社会に主体

的に生きていく日本人としての自覚と資質をやしなう。 
 

評価方法 

定期考査、授業態度、提出物等を加味し、総合評価をする。 

使用教材 

教科書：詳説日本史 B 改訂版（山川出版） 

資料集：最新日本史図表 （第一学習社） 

問題集：日本史重要語句 Check List （啓隆社） 

その他 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

文化のはじまり

農耕社会の成立

古墳とヤマト政権

飛鳥の朝廷

律令国家の成立

平城京の時代

天平文化

平安朝廷の形成

摂関政治

国風文化

荘園と武士

院政と平氏の台頭

鎌倉幕府の成立

武士の社会

蒙古襲来と幕府の衰退

鎌倉文化

室町幕府の成立

幕府の衰退と庶民の台頭

室町文化

戦国大名の登場

織豊政権

桃山文化

幕藩体制の成立

２月４月 ５月 ６月 ７月 １月

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

学
年
末
試
験

２年生Ⅲ類

３月８月 ９月 １０月 １１月

日
本
史
Ｂ

１２月

 



授業科目 地理 B 

学年・類（コース） ２学年 Ⅲ類  単位数 4 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

①教科書における「系統地理」の分野を扱う。 

②地図帳・資料集にチェックや書き込みをする。 

③新聞記事等の教材を使って、時事問題と地理的事象との関連性を学ぶ。 

④単元ごとに、重要事項についての小テストを行う。 

⑤適宜、宿題・週末課題を出す。 

 

到達目標 

①系統地理に関する基礎知識を身に着ける。 

②地理的な事象について、その要因を地形・気候など地理的視点から理解できるよう

になる。 

③地図や統計データの読み取りができるようになる。 

評価方法 

・各定期考査を中心に、授業の取組等を考慮する。 

使用教材 

『新詳地理Ｂ』帝国書院 

『新詳高等地図』帝国書院 

『最新地理図表ジオGEO』第一学習社 

その他 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

地理的基礎事項

生活の舞台としての地形

世界の地形

生活に影響を及ぼす気候

世界の気候

日本の自然の特徴と人々の生活

産業の発達と変化

農産物の生産と流通

資源の生産と消費

工業製品の生産と流通

生活と文化 衣食住

消費と余暇活動

村落と都市

結びつく現代世界 現代世界の国家

現代世界の交通・通信

現代世界の貿易と経済圏

学
年
末
試
験

２年Ⅲ類 地理Ｂ

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

自然環境と生活

資源と産業

２月 ３月８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

２
学
期
期
末
試
験

４月 ５月 ６月 ７月

２
学
期
中
間
試
験

 




